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い。 3)安易な外来投薬は分裂病に関しては危険で、ある。 
4) 幻覚妄想状態は，増強ないし出現する傾向が強い。
本剤の効果は，従来の向精神薬にみられなかった特徴
を持っており，陳旧分裂病者に対し，速効的に「動かす」
方向に作用し，あたかも「ゆさぶる」ような働らきをす
る。それゆえ，適応を充分に検討し，時には従来のいわ
ゆる majortranquilizerの併用を必要とし，また適切
な生活療法を，より強力にあわせ行なう必要がある。 
5. 精神科外来における Diazepamの使用経験
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1) 精神科外来において， 神経症 60例， 境界例 9例に
対し 2重盲検法により diazepamおよび placeboを
投与しその結果を検討した。 
2) 神経症統計で 82%に有効であり，状態別にみると，
ヒステリ{状態，心気状態，不安状態，抑うつ状態の
順位で有効で、あり，プラセボー効果との比較では， ヒ
ステリー群でその差が最も大であった。 
3) 	 境界状態，神経症性うつ病の数例において内的不安
の増大，攻撃的傾向の出現をみとめ，性格的な偏りが
顕在化したと考えられ，他剤の併用を余儀なくされた
症例を認めた。 
4) 二重盲検法と非盲検法のプラセボー効果の間に有意
差を認め，プラセボー有効群は，治療に対し積極的な
構えがつよくみとめられ， minor tranquilizerの効
果判定に際しては，プラセボー効果を併せ考慮する必
要があるとともにプラセボー反応の検討は，症例の精
神力動的特質の把握に一つの手掛りを与えるものと考
えられる。 
6. 精神分裂病の薬物療法

一ーとくに治療経過と脳波変化について
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クローJレプロマヲン， レボメプロマジンおよび両者合
併療法を行なった精神分裂病 63例を対象に， 薬物投与
時の脳波像の変化を継時的に追求し，それと臨床経過と
の関連について検討した。
脳波記録は同一患者に対し，服薬前，服薬開始後 2週
目， 1カ月目， 3カ月日の 4固にわたって行なった。薬
物使用量はほぼ 75，.700mg/日である。
服薬前脳波を基準とした脳波像の変動は， 1)基礎波
の徐波化， 2)間歌波の出現， 3)両者の共存， 4)不
変のもの，の 4型にわかれた。
これらの脳波変化と服薬量の多寡とは相関は認められ
なかった。臨床経過との関連では，病棟内適応，疎通性，
病感の出現などをとりあげ，相関を見たが，薬物による
脳波変化の出現した群に症状改善を示すものが多く，し
かも，間駄波出現に関与する群が一層関係が深いと思わ
れた。しかし，明白な相関は認められず臨床面での評価
の方法に一層の工夫を要するものと考えられた。 
7. 向精神薬の使われ方について
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向精神薬の処方実態から，各薬物の相対的評価を中心
に 2，3の統計的検討を行なった。対象は最近 5年間に
おける処方で 6カ月ごとに 1カ月の割合で集計した。〈対
象は約 25，000)，一病院における統計であること， 時代
変遷による影響などの条件が前提となる。穏和一，抗う
つ，強力安定剤の最近における使用%はほぼ一定。強
力安定剤の中では CP.の使用率が圧倒的で順次 Thio-
ridazine，Levomepromazine，Perphenazine，Perazine 
と続き，年次変遷による動揺(対象の不安定さ，治療者
の評価〉の高さは Chlorprothixene，Trifiupromazine， 
買である。強力安定)1のTrifluoperazin，Fluphenazine
剤の中では CP.の安定度が第 lであるが穏和一，抗う
つ剤に比しなお動揺率が高く CP+Thioridazine+ 
Perazineの場合に動揺が最小。 2種以上の併用頻度が
きわ立って増加しており，個々の向精神薬の使われはじ
めからの変遷をみると，少なくとも臨床の場での評価は
状態像の変還を加味しでも，短い年月では定まりにくい
印象を受けている。 
8. 社会復帰における薬物療法の意義
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昭和 40年度に銚子市立病院神経科を退院した精神分
裂病患者 154名中，市内在住で，現在消息が判明してい
るもの 45名を対象として， 社会復帰状態と， 薬物療法
との関係について調査を行なった。
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その結果，社会復帰成功群については，予想されるご
とし外来通院状況は，一般に良好であった。また，外
来通院時における薬物としては，クロールプロマジン，
パーフェナジン， レボメプロマジンP ヂアゼパム，クロ
ールヂアゼポオキサイドが良く使用されていた。投与さ
れた薬物の量については，クロールプロマジン 100"，  150 
mg，パーフェナジン 4.， 12mgまでを 6"，  12ヵ月使用し
ているものが社会復帰に成功していることも判明した。
すなわち，クロールプロマジン 100"，  150mg，パーフェ
ナジン 4"，  12mg程度より増量すること，あるいは，し
なければならないことは，社会復帰の成功をはばむ結果
ともなり，通院の時には，この程度の薬物量の持続投与
が，社会復帰の成否とも関連して適当かと考えられる。 
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昭和 40年に千葉病院を軽快退院した精神分裂病患者
のうち，予後調査のできた 135例について，外来通院の
状況と再発，再燃，あるいは社会適応との関係を検討し
てみた。
再入院率は 3カ月後に 14.2%， 6カ月後に 23.3%， 1 
年後では 40.2%に達している。再入院は短期在院患者
に多く，また男子は女子に比し圧倒的に多く，たとえば 
I年後の再入院率は女子 33%に対し男子では 48.6%と
いう高値を示している。これらは発病後の経過年数，病
像の相異，さらには男子と女子の家庭的，社会的背景の
相異に基づくものと考えられる。
退院患者中少なくとも 3カ月以上通院，服薬継続中の
患者数，すなわち外来通院率は，不規則通院も含めると
約 65%になり，再入院群， 社会適症群ともほぼ同値を
示している。また再入院率は，通院群，非通院群とも約 
50%であるが，不規則通院例を考慮して算定すると 10%
近く前者が後値を示す。非通院群ではほとんどが断薬後 
3ヵ月以内に再入院しており，通院群では薬物の適当な
増量，変更によりかなりの例で再発~再入院を防いでい
る点も注目に値する。社会適応群中 30%近くが辛うじ
て社会生活を維持しており，大部分は治療を放棄してい
る点にも問題があろう。退院後の薬物療法の効果は，確
実な服薬，きめ細かな診療のほかに，家庭，職場など患
者を取り巻く環境での理解，協力によってより一層効果
的なものになると考える。
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9. 退院患者における薬物療法継続の効果と意義
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横田 茂， 0山崎英雄，中田義隆
肝
精神疾患の薬物療法が行なわれてから約 10年を経過
したので，その効果，限界，反省などを検討することは
必要で、あると考えて本シンポジアムを計画したところ，
各病院から数多くの発表があり，まことに有益で、あった。
薬物を用いる場合には，その薬理作用を充分に理解す
るのみならず，薬物の心理的影響および医師患者間の精
神力動などに対する配慮が必要であり，さらに，精神療
法との併用が重要で、あることはいうまでもない。したが
って，適応症の選択，薬物の選択，耐薬性の配慮，副作
用に対する準備や対策などを検討するばかりでなく，使
用方法に対する検討が必要となり，さらには，服薬終了
の時期と方法などが問題となる。これらに関する活発な
討論があり，本シンポジアムは一応の成果を収め得たと
考えられる。今後は精神疾患の全治療体系中において薬
物療法をいかに有効に使用すべきかの問題の検討を続け
なければならない。
